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クイック リファレンス

Cisco IP Phone 7970 
シリーズ

ソフトキーの定義

アイコン リファレンス
ボタン アイコンの定義

電話機の一般的なタスク

ソフトキーの定義

短縮 短縮ダイヤルのインデックス番号を

使用してダイヤルする

応答 コールに応答する

戻る 前のヘルプ項目に戻る

割り込み 共有回線のコールに参加する

折り返し 話し中の内線が応対可能になったと

きに通知を受信する

キャンセル 変更を適用せずに操作をキャンセル

または画面を終了する

C割込 共有回線のコールに参加し、会議

コールを開催する

不在 コール転送を設定またはキャンセル

する

クリア レコードまたは設定を削除する

トジル 現在のウィンドウを閉じる

参加者 会議の参加者を表示する

会議 会議コールを発信する

削除 ［編集］の使用時にカーソルの右側に

ある文字を削除する

ダイヤル 入力された電話番号をダイヤルする

D転送 2 つのコールを相互に転送する

編集 履歴に表示された番号を編集する

終了 現在のコールを切断する

削除 設定をデフォルトにリセットする

終了 前の画面に戻る

Gピック 別のグループで鳴っているコールに

応答する

即転送 ボイス メッセージ システムにコー
ルを送信する

参加 1 本の回線上の複数のコールに参加
し、会議コールを発信する

リンク 関連するヘルプ項目にアクセスする

電話機の一般的なタスク

目的 操作

履歴を表示する を押して、履歴を選択し

ます。ダイヤルするには、リストま

でスクロールして選択し、オフフッ

クにします。

履歴に表示され

た番号を編集す

る

［編集］を押します。数値を消去ま

たはスキップするには、<< または
>> を使用します。 

社内ディレクト

リからダイヤル

する

 >［社内ディレクトリ］を
選択します。文字を入力し、［検索］

を押します。ダイヤルするには、オ

フフックにします。

コールがアク

ティブな状態で

新しいコールを

発信またはコー

ルに応答する

［発信］または［応答］を押します。

最初のコールが自動的に保留状態

になります。

コールを保留お

よび復帰する

［保留］または［復帰］ソフトキー

を押します。

新しい番号へ

コールを転送す

る

［転送］を押し、番号を入力してか

ら、切断します（電話機がオンフッ

ク転送をサポートしていない場合

は、もう一度［転送］を押します）。

同じ回線上で 2
つのコールを相

互に転送する

各コールまでスクロールし、［選択］

を押します。次に、［次へ］>［D転
送］を押します。または、発信者と

の通信を継続する場合は、［参加］

を押します。

標準の会議コー

ルを開催する

［次へ］>［会議］を押し、参加者に
ダイヤルします。次に、もう一度

［会議］を押します。



メイン ヘルプのメイン メニューを表示する

ミートミー ミートミー会議コールを開催する

次へ その他のソフトキーを表示する

発信 新しいコールをかける

他 Grp 自分のグループに関連付けられた別

のグループで鳴っているコールに応

答する

パーク コール パークを使用してコールを保
存する

ピック 自分のグループでコールに応答する

非通知 他人が共有回線のコールを表示した

り、コールに割り込みしたりできな

いようにする

品質 コールに関する問題をシステム管理

者へ送信する

リダイヤル 最後にダイヤルした電話番号にリダ

イヤルする

削除 会議の参加者を削除する

復帰 保留状態のコールを復帰する

ドロップ 会議コールに最後に追加された参加

者を削除する

保存 選択した設定を保存する

検索 ディレクトリ リストを検索する

選択 画面上の項目を選択する

転送 コールを転送する

更新 内容を更新して最新情報を取得する

ビデオ ビデオ会議用にビデオ表示モードを

選択する

<< 入力した文字を削除する

>> 入力した文字の先に移動する

アイコン リファレンス
コールの状態

コール転送が有効

コールの保留

接続コール

オフフック

オンフック

着信コール

共有回線を使用中

安全なコール

認証されたコール

安全なコール

選択された入力デバイス

ハンドセットを使用中

ヘッドセットを使用中

スピーカフォンを使用中

重要なコール

プライオリティ コール

中程度のプライオリティのコール

ボタン アイコンの定義

プライオリティが高いコール

プライオリティが最も高いコール

その他の機能

短縮ダイヤル ボタンが設定済み

メッセージ受信

ビデオが有効

オプションが有効

機能が有効

メッセージ

サービス

ヘルプ

ディレクトリ

設定

スピーカ

ミュート

ヘッドセット
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はじめに

このガイドの使用方法

このガイドでは、電話機で使用可能な機能の概要について説明しています。電話機の機能について確

実に理解するには、このガイドをよく読んでください。次の表に、よく使用される項目を示します。

目的 操作

電話機について調べる ヘルプが必要な場合は、  を押してください。 

タッチスクリーンをクリーニング

する

P. 2 の「タッチスクリーン ディスプレイの使用とクリーニング」
を参照してください。

安全情報を参照する P. 4 の「安全および使用における情報」を参照してください。

電話機を接続する P. 7 の「電話機の接続」を参照してください。

設置後に電話機を使用する P. 10 の「電話機の概要」を参照してください。

ボタン ライトの意味を調べる P. 10 の「ボタンとハードウェア」を参照してください。

タッチスクリーンについて調べる P. 14 の「タッチスクリーンの機能」を参照してください。

コールを発信する P. 21 の「コールの発信」を参照してください。

コールを保留にする P. 21 の「コールの発信」を参照してください。

ミュートにする P. 28 の「ミュートの使用」を参照してください。

コールを転送する P. 29 の「接続コールの転送」を参照してください。

会議コールを発信する P. 31 の「会議コールの使用方法」を参照してください。

電話番号を共有する P. 37 の「共有回線の使用」を参照してください。

電話機をスピーカフォンをとして

使用する

P. 44 の「ハンドセット、ヘッドセット、およびスピーカフォン
の使用方法」を参照してください。

音量レベルまたは呼出音を変更す

る

P. 46 の「電話機の設定のカスタマイズ」を参照してください。

短縮ダイヤルを設定する P. 49 の「短縮ダイヤル機能の設定」を参照してください。

不在履歴を表示する P. 52 の「履歴およびディレクトリの使用」を参照してください。
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タッチスクリーン ディスプレイの使用とクリーニング
Cisco IP Phone 7970G には、高解像色のタッチスクリーン ディスプレイが備わっています。タッチスク
リーンの保護および保守に関するベスト プラクティスにおける推奨事項については、次の表を参照し
てください。

目的 操作

タッチスクリーンの項目

を選択する

タッチスクリーンの項目を指で押すか軽くたたきます。デバイスや道具

でタッチスクリーンを押さないでください。電話機のタッチスクリーン

は、指で押すように設計されているため、道具を使用すると画面に傷が

つくおそれがあります。

タッチスクリーンを無効

にする

ディスプレイボタンを 1 秒以上押します。ディスプレイボタンが緑色に
点灯して、スクリーンに「タッチスクリーンが無効です」メッセージが

表示されます。タッチスクリーンは、すぐに有効にしない限り、約 1 分
間無効になります。

タッチスクリーンを有効

にする

ディスプレイボタンを 1 秒以上押します。ディスプレイボタンの点灯が
とまり、スクリーンに「タッチスクリーンを使う」メッセージが表示さ

れます。

タッチスクリーンをク

リーニングする

タッチスクリーンを無効にしてから、クリーニングしてください。タッ

チスクリーンを無効にしたら、柔らかく乾いた布を使ってタッチスク

リーンを拭いてください。液体や粉末を電話機につけないでください。柔

らかく乾いた布以外のものを使用すると、電話機の部品が痛み、故障の

原因となる可能性があります。

タッチスクリーンを明る

くする

朝、またはシステム管理者によって決められた非アクティブ時間の後、最

初に電話機を使用するとき、タッチスクリーンのバックライトが無効に

なっている場合があります。これは、コンピュータのスクリーンセーバー

と同じ、スリープ モードです。タッチスクリーンを明るくする、または
有効にするには、任意のボタンまたはタッチスクリーンを押すか、ハン

ドセットを持ち上げてください。
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その他の情報の入手先

WWW 上の次の URL から、Cisco IP Phone の最新資料を入手することができます。

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_ipphon/index.htm

シスコの Web サイトには、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/

また、シスコの Web サイトの各国語版へは、次の URL からアクセスできます。

http://www.cisco.com/public/countries_languages.shtml

Web 上での電話機のカスタマイズに関する詳細情報

Cisco IP Phone は、社内の他のネットワーク デバイス（コンピュータを含む）と情報を共有できるネッ
トワーク デバイスです。Cisco CallManager の［ユーザ オプション］Web ページを使用すると、コン
ピュータで電話機サービスの設定およびカスタマイズと、電話機の機能および設定の制御を行うこと

ができます。このガイドでは、これらの機能の概要について説明します。詳細な手順については、『Web
での Cisco IP Phone のカスタマイズ』を参照してください。このガイドは次の URL で入手できます。

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_ipphon/index.htm

http://www.cisco.com
http://www.cisco.com/public/countries_languages.shtml
http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_ipphon/index.htm
http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_ipphon/index.htm
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安全および使用における情報

電話機の設置および使用

次の安全上の注意事項をお読みになってから、Cisco IP Phone の設置と使用を始めてください。

警告 安全上の重要な注意事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。装置の取

り扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止策をとるよう努

めてください。

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告 必ず、取り付け手順を読んでから、システムを電源に接続してください。

警告 この製品を廃棄処分する際には、日本国の法律および地方自治体の条例または規則に従っ

てください。

警告 雷の発生中は、システムでの作業、またはケーブルの接続や取り外しを行わないでくださ

い。

警告 感電事故を防ぐために、安全超低電圧（SELV）回路を電話網電圧（TNV）回路に接続し
ないでください。LAN ポートには SELV 回路があり、WAN ポートには TNV 回路があり
ます。一部の LAN ポートと WAN ポートはいずれも、RJ-45 コネクタを使用しています。
ケーブルを接続する場合には、注意してください。
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注意 インライン電力回路は、通信ケーブルを介して電流を供給します。シスコが提供するケー

ブルまたは 24 AWG 以上の通信ケーブルを使用してください。

警告 電源装置は屋内に設置する必要があります。

外付け電源装置の使用

次の警告は、Cisco IP Phone を外付け電源装置と使用する場合に適用されます。

警告 この製品は、設置する建物に短絡（過電流）保護機構が敷設されていることが前提になっ

ています。各相導体（すべての通電導体）に 120 VAC、15A（日本および米国）、または
240 VAC、10A（前記以外の国）以下のヒューズ、または回路ブレーカーが使用されてい
ることを確認してください。

警告 この装置は、TN 電源システムを使用して動作するように設計されています。

警告 プラグとソケットは常に手を伸ばして利用できる状態にしておく必要があります。これ

は、プラグとソケットが主要な切断装置であるためです。

注意 この製品では、シスコが指定する電源装置だけを使用してください。
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Cisco IP Phone での外部デバイスの使用

次の情報は、Cisco IP Phone で外部デバイスを使用する場合に適用されます。

シスコでは、不要な Radio Frequency（RF; 無線周波数）および Audio Frequency（AF; 可聴周波数）が
シールドされた高品質の外部デバイス（スピーカ、マイクロフォン、およびヘッドセット）の使用を

推奨しています。

これらのデバイスの品質や、携帯電話および双方向ラジオなど他のデバイスとの間隔によっては、雑

音が入ることもあります。その場合は、次のいずれかの方法で対処してください。

• RF または AF の信号源から外部デバイスを離す。

• RF または AF の信号源から外部デバイスのケーブルの経路を離す。

• 外部デバイス用にシールドされたケーブルを使用するか、シールドおよびコネクタが高品質のケー

ブルを使用する。

• 外部デバイスのケーブルを短くする。

• 外部デバイスのケーブルに、フェライトまたは同様のデバイスを適用する。

シスコでは、外部デバイス、ケーブル、コネクタの品質については制御できないため、システム パ
フォーマンスを保証することはできません。良品質のケーブルおよびコネクタを使用して適切なデバ

イスを接続すると、十分なシステム パフォーマンスを得られます。

注意 欧州連合諸国では、EMC Directive [89/336/EC] に完全に準拠した外部スピーカ、マイクロ
フォン、ヘッドセットだけを使用してください。 
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電話機の接続

通常は、システム管理者が新しい Cisco IP Phone を企業 IP テレフォニー ネットワークに接続します。
それ以外の場合は、次の図および表を参照して、電話機を接続してください。

1 DC アダプタ ポート（DC48V） 6 ハンドセット ポート

2 電話機用 DC コネクタ付きの電源装置 7 ヘッドセット ポート

3 壁面ソケット プラグ付きの AC 電源ケーブル 8 外部スピーカ ポート

4 ネットワーク ポート（10/100/10001 SW）

1. すべての電話機のモデルに有効なわけではありません。詳細についてはシステム管理者にお問い合せください。

9 外部マイクロフォン ポート

5 アクセス ポート（10/100/10001 PC） 10 フットスタンドボタン

1

8

9

11
39

51

AUX 10/100/1000 SW 10/100/1000 PC

DC48V

9

910

8

7

5
4

3

2 6
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フットスタンドの調節

机上の電話機本体の角度を変更するには、フットスタンドボタンを押しながらフットスタンドを調節

します。

ハンドセット受け台の調節

電話機を接続する際、ハンドセットが滑り落ちないように、受け台を調整することができます。次の

表に手順を示します。

TAPS（内線番号自動登録システム）への登録

電話機をネットワークに接続した後、システム管理者が Tool for Auto-Registered Phones Support（TAPS）
を使用して電話機の自動登録を指示する場合があります。TAPS は、新しい電話機にも、既存の電話機
を置き換える場合にも使用できます。 

TAPS に登録するには、ハンドセットを取り上げて、システム管理者から提供された TAPS 内線番号を
入力し、ボイス プロンプトに従います。地域コードを含む、完全な内線番号を入力するように指示さ
れる場合があります。電話機に確認メッセージが表示されたら、ハンドセットを置きます。電話機が

再起動します。

1 ハンドセットを外し、ハンドセットの受け台から四角いプラスチックのタブを引き出します。

2 タブを 180 度回します。

3 タブをハンドセットの受け台に再び差し込みます。回したタブの上部から突起が出ている状態に

なります。ハンドセットを受け台に戻します。

1 2 3
77

35
4
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ヘッドセットについて

ヘッドセットを使用するには、ヘッドセットを電話機の背面にあるヘッドセット ポートに接続します。

シスコでは、Cisco IP Phone で使用するサードパーティ製のヘッドセットについて社内でテストしてい
ますが、ヘッドセットまたはハンドセットのベンダーによる製品については保証またはサポートして

いません。Cisco IP Phone の設置場所により、固有の環境およびハードウェアの不整合が発生する場合
があるため、すべての環境に適した 1 つの「最良」な解決策を提供することはできません。ネットワー
クに大量のヘッドセットを設置する前に、ヘッドセットをテストして、お客様の環境に最適かどうか

確認することをお勧めします。

たとえば、ヘッドセットの種類によっては、機械的または電子的な原因により、Cisco IP Phone のユー
ザとリモートで通話している相手に、通話相手自身の声が反響して聞こえる場合があります。

シスコでは、不要な Radio Frequency（RF; 無線周波数）および Audio Frequency（AF; 可聴周波数）が遮
蔽された高品質の外部デバイス（ヘッドセットなど）の使用を推奨しています。これらのデバイスの

品質や、携帯電話および双方向ラジオなど他のデバイスとの間隔によっては、雑音が入ることもあり

ます。詳細については、P. 6 の「Cisco IP Phone での外部デバイスの使用」を参照してください。

ヘッドセットのサポートが Cisco IP Phone に適用されない主な理由は、ハム雑音が入る可能性です。こ
の雑音は、リモートの通話相手のみ、またはリモートの通話相手と Cisco IP Phone ユーザの両方に聞こ
える場合があります。一部の雑音またはビープ音は、電灯および近くの電気モーターや大型の PC モニ
タなどの外的要因によって起こる可能性があります。場合によっては、ローカル電源キューブ

（CP-PWR-CUBE-2）を使用することにより、ユーザに聞こえる雑音を低減または解消することができ
ます。詳細については、P. 5 の「外付け電源装置の使用」を参照してください。

ユーザの主観

物理的、機械的、および技術的な性能以上に、ヘッドセットの音質がユーザと通話相手の双方にとっ

て良質である必要があります。音声は主観的なものであるため、シスコはヘッドセットまたはハンド

セットの性能を保証できません。ただし、次に示すサイトに記載されているヘッドセットおよびハン

ドセットは、Cisco IP Phone で使用した場合の音声が良質であることが報告されています。

これらを使用する場合でも、実際の環境で装置をテストして、性能が適しているどうかを判断するの

は、最終的にお客様の責任となります。

ヘッドセットについては、次の URL を参照してください。

http://vxicorp.com/cisco

http://plantronics.com

http://vxicorp.com/cisco
http://plantronics.com
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電話機の概要

Cisco IP Phone 7970 シリーズは、コンピュータで使用するデータ ネットワークで音声通信を行うための
すべての機能が搭載された電話機です。この電話機を使用してコールの発信および受信、保留、短縮

ダイヤル番号、転送、会議コールの開設などの機能を使用できます。

基本的なコール処理機能に加え、電話機でサポートされている特殊（詳細）なテレフォニー機能を使

用して、コール処理機能を拡張およびカスタマイズできます。

Cisco IP Phone には、次の機能が備わっています。

• ネットワーク データおよびネットワーク サービスへのアクセス：電話機から特殊な Web ベースの
サービスにアクセスできます。

• ［ユーザ オプション］Web ページからのオンライン制御：コンピュータで Web ブラウザを使用し
て、電話機の機能をカスタマイズできます。

• 包括的なオンライン ヘルプ システム：役に立つヒント、説明、および操作手順を電話機から直接
入手できます。

ボタンとハードウェア

電話機には、次のハードウェア機能が備わっています。

• フルカラーのタッチスクリーン ディスプレイ。

• 8 つのバックライト回線ボタン。ダイナミックなコール状態の情報を示します。

• スピーカフォン モードまたはヘッドセット モードのサポート。

• 電話機の機能にアクセスする 5 つのソフトキーボタン。

• メッセージ、ディレクトリ、サービス、および設定にアクセスする 4 つの機能ボタン。

• 組み込みのオンライン ヘルプにワンタッチでアクセスするボタン。

• タッチスクリーンを一時的に無効にするボタン、およびタッチスクリーンを省電力モードから戻す

ボタン。

詳細については、次の図および表を参照してください。
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1 プログラマブルボタン 設定に応じて、プログラマブルボタンから次に示す項目にアクセスでき

ます。

• 電話回線（回線ボタン）

• 短縮ダイヤル番号（短縮ダイヤルボタン）

• Web ベースのサービス（個人アドレス帳ボタンなど）

• 電話機の機能（プライバシー ボタンなど）

表示されるボタンの色によって、回線の状態が次のように示されます。

緑、点灯：この回線のコールはアクティブです（オフフック）。

緑、点滅：この回線のコールは保留状態です。

オレンジ、点灯：プライバシー機能が有効です。

オレンジ、点滅：この回線で着信コールが鳴っています。

赤：共有回線で、現在使用中です。

色なし：この回線でアクティビティはありません（オンフッ

ク）。
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2 フットスタンドボタン 電話機本体の角度を調節します。

3 ディスプレイボタン タッチスクリーンを省電力モードから戻したり、クリーニングのために

無効にします。

色なし：タッチスクリーンは入力可能な状態です。

緑の点滅：タッチスクリーンが無効になっています。

緑の点灯：タッチスクリーンおよびバックライトが無効に

なっています。

P. 2 の「タッチスクリーン ディスプレイの使用とクリーニング」を参照
してください。

4 メッセージボタン サービスによって異なりますが、通常はボイス メッセージ サービスに自
動ダイヤルします。P. 51 の「ボイス メッセージへのアクセス」を参照し
てください。 

5 ディレクトリボタン ［ディレクトリ］メニューを開閉します。履歴および社内ディレクトリへ

のアクセスに使用します。P. 52 の「履歴およびディレクトリの使用」を
参照してください。

6 ヘルプボタン ［ヘルプ］メニューをアクティブにします。P. 20 の「電話機に関するヘ
ルプの表示」を参照してください。

7 設定ボタン ［設定］メニューを開閉します。タッチスクリーンの表示および呼出音を

制御するために使用します。P. 46 の「電話機の設定のカスタマイズ」を
参照してください。 

8 サービスボタン ［サービス］メニューを開閉します。P. 54 の「ユーザ オプション Web
ページへのアクセス」を参照してください。

9 音量ボタン 音量およびその他の設定を制御します。P. 46 の「電話機の設定のカスタ
マイズ」を参照してください。

10 スピーカボタン スピーカフォン モードのオン /オフを切り替えます。

11 ミュートボタン ミュート機能のオン /オフを切り替えます。

12 ヘッドセットボタン ヘッドセット モードのオン /オフを切り替えます。
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13 ナビゲーションボタン メニューのスクロールや項目の強調表示に使用します。ソフトキーと組

み合わせて、強調表示された項目をアクティブにすることができます。

また、電話機がオンフックになっているときにナビゲーションボタンを

押すと、発信履歴ログの電話番号にアクセスできます。

14 キーパッド 電話番号のダイヤル、文字の入力、およびメニュー項目の選択に使用し

ます。

15 ソフトキーボタン タッチスクリーンに表示されたソフトキーのオプションをそれぞれアク

ティブにします。

16 ハンドセットのライト

ストリップ

着信コールまたは新しいボイス メッセージがあることを示します。

17 タッチスクリーン 電話機の機能を表示します。P. 14 の「タッチスクリーンの機能」を参照
してください。
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タッチスクリーンの機能

次の図は、メインのタッチスクリーンの外観を示しています。アクティブなコールが存在し、いくつ

かの機能メニューが開いた状態になっています。タッチスクリーンの項目をアクティブにするには、該

当する項目を指で押すか軽くたたきます。

1 プライマリ電話回線 プライマリ電話回線の電話番号（内線番号）を表示します。複数のタブ

が開いている場合は、時刻と日付もここに表示されます。

2 プログラマブルボタン

のアイコン

電話機のプログラマブルボタン の設定を示すアイコン。

電話回線アイコン：電話回線に対応し、コールまたは回線の状

態を表示します。電話機には複数の電話回線が割り当てられて

いる場合があります。

短縮ダイヤル アイコン：有効な場合、短縮ダイヤルボタンに対
応しています。P. 49 の「短縮ダイヤル機能の設定」を参照して

ください。

電話機サービス アイコン：有効な場合、Web ベースの電話機
サービス（個人アドレス帳など）に対応しています。

機能アイコン：有効な場合、プライバシーなどの機能に対応し

ています。

3 ソフトキーのラベル ソフトキーの機能をそれぞれ表示します。ソフトキーをアクティブにす

るには、ソフトキーボタン またはタッチスクリーン上のソフトキー

のラベルを押します。

4 ステータス行 オーディオ モードのアイコン、ステータス情報、およびプロンプトを表
示します。
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コール処理とナビゲーションのヒント

このガイドラインは、Cisco IP Phone でのコールの処理、およびメニューのナビゲートに役立ちます。

回線とコールの違いについて

電話機の回線とコールを混同してしまうことがあります。混同しないためのヒントを次に示します。

回線

Cisco IP Phone 7970 シリーズの電話機のモデルは、最高 8 本までの回線をサポートします。回線は、他
人が自分へのコールに使用できる電話番号（または内線番号）にそれぞれ対応しています。電話機に

割り当てられる回線の数は、システム管理者が電話機のプログラマブルボタンに設定した内容によっ

て異なります。回線の本数を確認するには、タッチスクリーン上のプログラマブルボタンのアイコン

とラベルを確認してください。回線の数は、電話番号および電話回線アイコン の数と同じです。

コール

各回線では、複数のコールをサポートできます。したがって、1 本の電話回線で複数のコールを自分で
処理することができます。デフォルトでは、1 本の回線につき 4 つのコールが設定されていますが、シ
ステム管理者は必要に応じてこの数を調整できます。回線の数にかかわらず、1 台の電話機で最大 200
コールまでサポートされます。

コールおよび回線のアイコンについて

電話機には、コールおよび回線の状態（オンフック、保留中、呼び出し中、接続中など）の判断に役

立つアイコンが表示されます。

5 コール アクティビティ
領域

現在のコールを回線、発信者 ID、通話時間、およびコールの状態ごとに
表示します。P. 17 の「コールの表示と切り替え」を参照してください。

6 電話タブ コール アクティビティを示します。このタブを押すと、必要に応じて
コール アクティビティ領域に戻ります。

7 機能タブ 開いている機能メニューをそれぞれ示します。タブを押すと、開いてい

るメニューが切り替わります。P. 19 の「機能メニューの使用」を参照し
てください。
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オンフックとオフフック

電話機がオンフックかオフフックかによって、電話機の作業や操作手順が異なることがあります。 

• オンフック：電話機のハンドセットが受け台に置かれている状態。アクティブになっているコール

はなく、アクティブなダイヤル トーンも聞こえません。電話機には、オンフック ダイヤル（プレ
ダイヤル）、つまり電話番号を入力または選択してからコールをアクティブにできる機能が備わっ

ています。電話機がオンフックの場合、各電話番号の横にこのアイコン が表示されます。

• オフフック：電話機のハンドセットが受け台から取り上げられているか、スピーカフォンがアク

ティブ、またはその他の方法によってダイヤル トーンが聞こえ、着信コールに応答できる状態で
す。電話機がオフフックの場合、コールまたは回線の状態に応じて、 、 、または のいずれ

かのアイコンが表示されます。関連情報については、P. 15 の「コールおよび回線のアイコンにつ
いて」を参照してください。

アイコン
コールまたは
回線の状態 説明

オンフック回線 この回線のコール アクティビティはありません。オンフック（プレダ
イヤル）でダイヤルしている場合は、オフフックにするまでは進行中

のコールになりません。

オフフック回線 電話番号のダイヤル中または発信コールの呼出音が鳴っている状態で

す。ダイヤルのオプションについては、P. 21 の「コールの発信」を参
照してください。

接続コール 通話相手に接続されている状態です。 

呼び出し中のコー

ル

いずれかの回線でコールの呼出音が鳴っています。詳細については、

P. 26 の「コールへの応答」を参照してください。

コールの保留 このコールが保留されています。詳細については、P. 28 の「コールの
保留と復帰」を参照してください。

リモートで使用中 共有回線の別の電話機に、接続コールがあります。詳細については、

P. 37 の「共有回線の使用」を参照してください。

認証されたコール P. 41 の「安全なコールの送受信」を参照してください。

暗号化されたコー

ル

P. 41 の「安全なコールの送受信」を参照してください。
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コールの選択

電話機の機能の多くは、その機能の対象となるコールが選択されていることを前提にしています。た

とえば、保留中のコールが 4 あるうち、2 コールだけを会議コールに参加させるとします。このような
場合は、会議に追加するコールを選択してから、機能を有効にします。

コールの表示と切り替え

次に示すヒントは、1 本または複数の回線でコールを切り替えるときに役立ちます。切り替え先のコー
ルが自動的に強調表示されない場合は、タッチスクリーンで該当するコールを押すか、そのコールま

でスクロールします。

目的 操作

コールを強調表示する ナビゲーションボタンを使用して、コールのリストをスクロールし

ます。コールがより明るい背景に対して強調表示されます。

コールを選択する 接続コールまたは保留状態のコールを強調表示し、［選択］を押し

ます。選択されたコールの横に、 が表示されます。

選択したコールを確認する ナビゲーションボタンを使用して、コールのリストをスクロールし

ます。選択されたコールは で示され、コールのリストでまとめて

表示されます。

目的 操作

同じ回線のコールを切り替える 切り替え先のコールを強調表示し、［復帰］を押します。別のコー

ルが自動的に保留状態になります。

接続コールから切り替えて呼び

出し中のコールに応答する

［応答］または （点滅しているオレンジのボタン）を押します。こ

の操作により、最初のコールの保留が自動的に行われます。

異なる回線のコールを切り替え

る

切り替え先の回線の （点滅している緑のボタン）を押します。回

線で保留になっているコールが 1 つの場合、コールは自動的に復帰
します。回線で保留になっているコールが複数ある場合、必要に応

じて特定のコールを強調表示して、［復帰］を押します。

特定の回線におけるすべての

コールを表示する

を押してから、すぐに回線ボタンを押します。この操作により

コールの詳細が表示されますが、コールの状態は影響を受けませ

ん。そのため、ある回線で通話しながら別の回線で保留中のコール

を表示する場合に便利です。
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ヒント

• アクティブとなり得るコールは 1 つに限定されるので、他のコールは自動的に保留状態になりま
す。

• 同じ回線に複数のコールがある場合は、優先順位が最も高く、通話時間の最も長いコールがコール

のリストの先頭に表示されます。P. 42 の「重要なコールの優先順位付け」を参照してください。

• 同じタイプのコールは、コールのリストでまとめて表示されます。たとえば、相互に通話したコー

ルは先頭付近に、選択されたコールは次に、まだ応答していないコールは末尾にまとめて表示され

ます。

タッチスクリーンの項目の選択

回線のアクティビティの概要を

表示する（回線ごとに 1 つの
コール）

強調表示された回線の を押します（回線は、関連付けられてい

るコールが電話機のスクリーンに表示されると強調表示されま

す）。

この操作により、電話機がコールの概要モードに切り替わり、回線

ごとに 1 つのコールが表示されます。このコールは、アクティブな
コール、または通話時間の最も長い保留中のコール（すべてのコー

ルが保留中の場合）のいずれかです。

標準の表示に戻るには、 を押してから、すぐに回線ボタンを押し

ます。

タッチスクリーンの項目の選択
方法 操作

項目を押す タッチスクリーンの項目を指で押すか軽くたたきます。タッチスク

リーンで電話番号を押すと、電話機でその番号がダイヤルされま

す。

項目番号を指定する キーパッドで該当する番号を押します。たとえば、メニューの 4 番
目の項目を選択するには、4 を押します。 

項目までスクロールする ナビゲーションボタンを押して、リストをスクロールし、項目を強

調表示します。対応するソフトキー（［選択］、［ダイヤル］など）を

押して操作を終了するか、タッチスクリーン上の項目を指で軽くた

たきます。

目的 操作
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機能メニューの使用

テキストの入力と編集

目的 操作

機能メニューを開閉する 次の機能ボタンを押します。

メッセージ

サービス

ヘルプ

ディレクトリ

設定

リストまたはメニューをスク

ロールする

ナビゲーションボタンを押します。

機能メニューの 1 つ前のレベル
に戻る

［終了］を押します。このとき、メニューの最上位レベルで［終了］

を押すと、メニューが閉じます。

開いている機能メニューを切り

替える

タッチスクリーンで機能タブを押します。機能メニューごとに、対

応するタブがあります。タブは機能メニューが開いているときに表

示されます。

目的 操作

タッチスクリーンで文字を入力

する

キーパッドで該当する番号を何度か押して、ポップアップ メニュー
から文字（大文字 / 小文字の区別を含む）を選択します。休止する
と、カーソルが自動的に先へ移動し、次の文字を入力できる状態に

なります。

入力した文字を削除、または

カーソルの位置を移動する

文字や数字を 1 つ削除するには、<< または［削除］を押します。>>
を押すと、カーソルが右に移動します。
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電話機に関するヘルプの表示

Cisco IP Phone には、包括的なオンライン ヘルプ システムが備わっています。ヘルプの項目はタッチス
クリーンに表示されます。次の表に詳細を示します。

機能の操作性とアベイラビリティについて

Cisco IP Phone の操作方法および利用可能な機能は、社内で使用されるコール処理エージェント、およ
び社内の電話機サポート チームによる電話機システムの設定内容によって異なります。このため、こ
の電話ガイドに記載されている機能の一部がお使いの電話機システムで利用できない、または動作が

異なる場合があります。機能の操作方法またはアベイラビリティについて確認する場合は、社内のサ

ポート デスクまたはシステム管理者にお問い合せください。

目的 操作

メイン メニューを表示する 電話機の を押し、メニューが表示されるまで数秒待ちます。ヘ

ルプがすでに表示されている場合は、［メイン］を押します。

メイン メニューには、次の項目が含まれます。

• Cisco IP Phone について：電話機に関する詳細な説明

• 操作方法：電話機の一般的なタスクに関する手順や情報

• コール機能：コール機能に関する説明や手順

• ヘルプ：ヘルプの使用やアクセスに関するヒント

ボタンやソフトキーを確認する を押してから、すばやくボタンまたはソフトキーを押します。

メニュー項目を確認する を押してから、すばやくタッチスクリーンのメニュー項目を押

します。

または、メニュー項目を強調表示して をすばやく 2 回押します。

ヘルプを使用してヘルプを表示

する

を押します。数秒待ってから をもう一度押すか、またはメイ

ン メニューからヘルプを選択します。
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基本的なコール処理

この章では、コールの発信、応答、転送、および会議コールなど、基本的なコール処理のタスクにつ

いて説明します。これらのタスクの実行に使用する機能は標準的なもので、ほとんどの電話機で利用

できます。

コールの発信

コールを発信するには、ハンドセットを取り上げて、ダイヤルします。または、次の表に示すその他

のオプションのいずれかを使用します。

目的 操作

プレダイヤル（最初のダイヤル

トーンを聞かずにオンフックで

ダイヤル）

次のいずれかの操作を実行します。

• 電話番号を入力します。自動ダイヤル機能がポップアップして、

発信履歴ログから一致する電話番号が表示される場合がありま

す。

• ナビゲーション ボタンを押して、発信履歴ログに含まれる電話
番号を表示します。

次に、タッチスクリーンに表示された電話番号を押してダイヤルし

ます。または、次のいずれかの操作を実行してオフフックにし、強

調表示された電話番号をダイヤルします。

• ハンドセットを取り上げます。

• または を押します。

• ［ダイヤル］を押します。

• （回線ボタン）を押します。
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スピーカフォンを使用する ［発信］を押し、電話番号を入力します。ダイヤル、リダイヤル、ま

たは短縮ダイヤルの操作を行う前または後に を押してもかまい

ません。

ハンドセットが受け台に置かれていて、 が点灯していないとき

にダイヤルすると、通常はスピーカフォン モードが自動的に有効に
なります。［リダイヤル］、短縮ダイヤル ボタン、またはタッチスク
リーンで電話番号を押した場合も同様です。

最後にダイヤルした電話番号に

リダイヤルする

［リダイヤル］を押します。デフォルトでは、プライマリ回線がリ

ダイヤルに使用されます。ただし、セカンダリ回線を開いてから

［リダイヤル］を押してもかまいません。回線を開くには、 を押

します。

短縮ダイヤルを使用する 次のいずれかの操作を実行します。

• オフフックにする前または後に （短縮ダイヤル ボタン）を押
します。 

• オンフックの状態で短縮ダイヤルのインデックス番号（キー

パッドの 1 ～ 99）を入力し、［短縮］を押します。

詳細については、P. 49 の「短縮ダイヤル機能の設定」を参照してく
ださい。

別のコールがアクティブなとき

にコールを発信する（別の回線

を使用）

新しい回線の を押します。最初の回線のコールが自動的に保留

状態になります。

別のコールがアクティブなとき

にコールを発信する（同じ回線

を使用）

［保留］を押してから、［発信］を押します。これで、ダイヤル、リ

ダイヤル、または短縮ダイヤルの操作を行えます。または、アク

ティブなコールで通話を続行しながら、履歴またはディレクトリか

らのダイヤルを準備できます（詳細については、この表の次の 2 行
を参照してください）。

目的 操作
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履歴からダイヤルする  >［不在履歴］、［着信履歴］、  または［発信履歴］を選択し
ます。ダイヤルするには、リストの番号を押すかまたはスクロール

して選択し、オフフックにします。

別のコールがアクティブなときに履歴からダイヤルする場合は、

コールのレコードまでスクロールして［ダイヤル］を押します。次

に、元のコールを処理するメニュー項目を次のいずれかから選択し

ます。

• ［保留］：最初のコールを保留にして、2 番目のコールをダイヤ
ルします。

• ［転送］：最初の通話相手を 2 番目の通話相手に転送します（操
作を完了するには、［転送］をもう一度押します）。

• ［会議］：すべての通話相手との会議コールを作成します（操作
を完了するには、［会議］を押します）。

• ［終了］：最初のコールを切断して、2 番目のコールをダイヤル
します。

電話機の社内ディレクトリから

ダイヤルする

 >［社内ディレクトリ］を選択します（名前は異なる場合が
あります）。キーパッドを使用して文字を入力してから、［検索］を

押します。ダイヤルするには、リストの番号を押すかまたはスク

ロールして選択し、オフフックにします。

コールがアクティブなときにディレクトリからダイヤルする場合

は、リストまでスクロールして［ダイヤル］を押します。次に、元

のコールを処理するメニュー項目を次のいずれかから選択します。

• ［保留］：最初のコールを保留にして、2 番目のコールをダイヤ
ルします。

• ［転送］：最初の通話相手を 2 番目の通話相手に転送します（操
作を完了するには、［転送］をもう一度押します）。

• ［会議］：すべての通話相手との会議コールを作成します（操作
を完了するには、［会議］を押します）。

• ［終了］：最初のコールを切断して、2 番目のコールをダイヤル
します。

目的 操作
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社内ディレクトリの Web ペー
ジからダイヤルする

Cisco WebDialer の機能を使用します。Web ブラウザを起動して、社
内ディレクトリのページへ移動します。ディレクトリの電話番号を

クリックします。コールを発信するには［ダイヤル］をクリックし

ます。コールを終了するには［コールの終了］をクリックします。

詳細については、『Web での Cisco IP Phone のカスタマイズ』を参照
してください。

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_ipphon/index.htm

ヘッドセットを使用する 次のいずれかの操作を実行します。

• が点灯していない場合は、ダイヤル、リダイヤル、または短

縮ダイヤルの操作を行う前または後に押します。

• が点灯している場合は、［発信］、［リダイヤル］、短縮ダイヤ

ル ボタン、または （回線ボタン）を押します。必要に応じて

電話番号を入力し、［ダイヤル］を押します。

話し中または呼び出し中の内線

が応対可能になったときに通知

を受信する

電話番号にコールし、ビジー音または呼出音が聞こえているときに

［折り返し］を押します。切断します。内線が応対可能になると、電

話機にメッセージが表示され、呼出音が鳴ります。この電話番号へ

のコールバックは自動的に行われません。コールを発信する必要が

あります。コールバックは特別な機能なので、システム管理者に設

定を依頼します。通話相手がコール転送を有効にしている場合、

コールバックは失敗します。

セカンダリ回線でダイヤルする 使用する回線の を押します。

プライオリティ（Precedence）
コールをかける

電話番号の前に、システム管理者から提供された MLPP アクセス番
号を入力します。詳細については、P. 42 の「重要なコールの優先順
位付け」を参照してください。

個人アドレス帳（PAB）のエン
トリまたはファースト ダイヤ
ル コードからダイヤルする

 > PAB service または Fast Dial service を選択します（名前は
異なる場合があります）。リストからダイヤルするには、その番号

を押すかまたはスクロールして選択し、オフフックにします。PAB
またはファースト ダイヤル サービスへの登録については、P. 54 の
「ユーザ オプション Web ページへのアクセス」を参照してください。

課金コードまたはトラッキング

コードを使用して発信する

特定のトーンが鳴ったら、電話番号をダイヤルして Client Matter
Code（CMC）または Forced Authorization Code（FAC）を入力しま
す。CMC または FAC コードを入力する必要があるかどうか、およ
び詳細な手順は、システム管理者により指示されます。

目的 操作

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_ipphon/index.htm
http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_ipphon/index.htm
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ヒント

• 電話番号を間違って入力した場合は、<< を押して数値を消去します。ダイヤル操作を中止するに
は、［キャンセル］を押します。

• ダイヤル トーンが聞こえない、またはコールを完了できない場合、次の要因のうち 1 つ以上に該
当している場合があります。詳細については、必要に応じてシステム管理者にお問い合せください。

－ 電話機の ボタンからエクステンション モビリティ サービスにログインする必要があ
る。

－ 電話番号をダイヤルした後で、Client Matter Code または Forced Authorization Code を入力する
必要がある。

－ 電話機に時間帯制限が設定され、特定の時間帯に一部の機能を使用できない。

Cisco エクステンション モビリ
ティ プロファイルを使用して
コールを発信する

エクステンション モビリティ（EM）にログインしていることを確
認します。  >［EM Service］（名前は異なる場合があります）
を選択してから、キーパッドを使用してログイン情報を入力しま

す。電話機を共有している場合、EM にログインしてから特定の機
能にアクセスするか、コールを完了する必要があります。

EM は特別な非デフォルトの機能のため、システム管理者に電話機
および電話機のユーザへの割り当てを依頼します。『Web での Cisco
IP Phone のカスタマイズ』を参照してください。このガイドは次の
URL で入手できます。
http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_ipphon/index.htm

ビデオ コールをかける タッチスクリーン ディスプレイに、アイコン が表示されている

か確認します。

アイコンが表示されている場合、電話機でのビデオの使用および

Cisco VT Advantage のサポートが可能です。この機能により、Cisco
IP Phone、パーソナル コンピュータ、および外部ビデオ カメラを使
用して、ビデオ コールを発信できます。詳細についてはシステム管
理者にお問い合せください。また、『Cisco VT Advantage クイックス
タートガイド』および『Cisco VT Advantage ユーザ ガイド』を参照
してください。これらは次の URL で入手できます。
http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_ipphon/index.htm

目的 操作

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_ipphon/index.htm
http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_ipphon/index.htm
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コールへの応答

コールに応答するには、ハンドセットを取り上げてオフフックにします。詳細については、次の表を

参照してください。

目的 操作

ヘッドセットで応答する が点灯していない場合は押します。 

がすでに点灯している場合は、［応答］または （点滅している

回線ボタン）を押します。

スピーカフォンで応答する 、［応答］、または を押します。

接続コールから切り替えて呼び

出し中のコールに応答する

［応答］を押すか、別の回線でコールの呼出音が鳴っている場合は、

（点滅しているオレンジのボタン）を押します。新しいコールへ

の応答と、最初のコールの保留が自動的に行われます。詳細につい

ては、P. 28 の「コールの保留と復帰」を参照してください。

コール待機を使用してコールに

応答する

電話機へのコール待機機能の設定をシステム管理者に依頼します。

この機能を有効にすると、通話中に新しいコールが着信した場合、

コール待機トーンが鳴り、発信者 ID 情報が表示されます。コール
に応答するには、［応答］を押します。元のコールに戻るには、こ

のコールを保留にする必要があります。P. 28 の「コールの保留と復
帰」を参照してください。

呼出音が 1 ～ 2 回鳴った後で着
信コールを自動的に接続する

自動応答機能の設定をシステム管理者に依頼します。詳細について

は、P. 45 の「ヘッドセットまたはスピーカフォン使用時の自動応
答」を参照してください。

別の電話機（会議室の電話機な

ど）で保留状態になっている

コールを取得する

コール パークを使用します。P. 35 の「パークされているコールの
保存と取得」を参照してください。

自分の電話機を使用して別の電

話機で鳴っているコールに応答

する

コール ピックアップを使用します。P. 36 の「自分の電話機でリダ
イレクトされたコールに応答する」を参照してください。

プライオリティ コールに応答
する

現在のコールを切断して［応答］を押します。P. 42 の「重要なコー
ルの優先順位付け」を参照してください。

着信コールをボイス メッセー
ジ システムに直接送信する

［即転送］を押します。着信コールがボイス メッセージ グリーティ
ングに自動転送されます。
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コールの終了

コールを終了するには、切断します。次の表に詳細を示します。

目的 操作

ハンドセットを使用していると

きに切断する

ハンドセットを受け台に戻します。または［終了］を押します。

ヘッドセットを使用していると

きに切断する

を押します。ヘッドセット モードをアクティブにしておく場合
は、［終了］を押します。切断した後もボタンが点灯した状態にな

ります。

スピーカフォンを使用している

ときに切断する

または［終了］を押します。

複数のコールがある場合に 1 つ
のコールだけを切断する

［終了］を押します。必要に応じて、コールの保留を解除しておき

ます。
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コールの保留と復帰

アクティブとなり得るコールは常に 1 つに限定されるので、他のコールはすべて自動的に保留状態に
なります。

ヒント

• コールが保留状態になっているとき、通常は音楽やビープ音が流れます。そのため、会議コールは

保留にしないでください。

ミュートの使用

ミュートを使用すると、電話機の音声入力が無効になります。ミュートが有効な場合、コールの通信

相手からの音声は聞こえますが、自分からの音声は通信相手に聞こえません。

目的 操作

コールを保留にする 保留状態にするコールが強調表示されていることを確認し、［保留］

を押します。 

現在の回線にあるコールの保留

を解除する

該当するコールが強調表示されていることを確認し、［復帰］を押

します。 

別の回線にあるコールの保留を

解除する

（点滅している回線ボタン）を押します。この回線で保留になっ

ているコールが 1 つの場合、コールは自動的に復帰します。保留に
なっているコールが複数ある場合は、該当するコールが強調表示さ

れていることを確認し、［復帰］を押します。保留状態のコールは、

保留アイコン で示されます。

目的 操作

ミュートをオンにする を押します。 

ミュートをオフにする を押します。
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接続コールの転送

接続コールは転送によってリダイレクトされます。転送先は、コールの転送先となる電話番号です。

ヒント

• オンフック転送が有効な場合は、そのまま切断、または［転送］を押してから切断できます。

• オンフック転送が電話機で無効になっている場合、［転送］を押さずに切断すると、転送の動作が

キャンセルされ、転送する通話相手が保留状態になります。

• ［転送］を使用して保留状態のコールをリダイレクトすることはできません。転送前にコールの保
留を解除するには、［復帰］を押します。

目的 操作

転送先の相手と会話せずにコー

ルを転送する

［転送］を押して、転送先の電話番号を入力します。コールの呼出

音が聞こえたら、切断します。

システム管理者がオンフック転送を有効にしていない場合は、もう

一度［転送］を押して、転送を完了する必要があります。転送を

キャンセルするには、［終了］を押します。

転送先の相手と会話してから

コールを転送する（打診転送）

［転送］を押して、転送先の電話番号を入力します。相手が応答す

るのを待ちます。相手がコールの転送を承諾した場合は、切断しま

す。システム管理者が電話機でのオンフック転送を有効にしていな

い場合は、もう一度［転送］を押して、転送を完了する必要があり

ます。 

転送をキャンセルするには、［終了］を押します。

2つの現在のコールを相互に転
送する（直接転送）

その回線における任意のコールをスクロールして強調表示し、［選

択］を押します。2 番目のコールに対しても同じ処理を行います。
選択したコールの 1 つが強調表示されている状態で［D転送］を押
します（必要に応じて［次へ］を押して、［D転送］を表示します）。
2 つのコールが相互に接続され、自分のコールは終了されます。 

発信者との通信を継続する場合は、代わりに［参加］を使用して会

議を作成します。詳細については、P. 31 の「会議コールの使用方
法」を参照してください。

ボイス メッセージ システムに
コールを送信する

［即転送］を押します。コールがボイス メッセージ グリーティング
に自動転送されます。アクティブ、呼出中、または保留中である

コールで即転送を使用できます。
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別の電話番号へのコール転送

［全てのコールの転送］を使用すると、自分の Cisco IP Phone にかかってくる着信コールを別の電話番
号にリダイレクトできます。

ヒント ［全てのコールの転送］の転送先番号は、自分の電話機からダイヤルする場合とまったく

同じように入力します。たとえば、必要に応じてアクセスコードや地域コードをダイヤル

します。

ヒント

• 従来のアナログ電話機、または他の IP Phone にコールを転送することはできますが、システム管
理者がコール転送機能を社内の番号に制限している場合があります。

• この機能は回線ごとに設定する必要があります。コール転送が有効でない回線にコールがかかって

きた場合、通常どおりコールの呼出音が鳴ります。

目的 操作

プライマリ回線のコール転送を

設定する

［不在］を押し、転送先の電話番号を入力します。 

プライマリ回線のコール転送を

キャンセルする

［不在］を押します。

プライマリ回線のコール転送が

有効になっているかどうかを確

認する

プライマリの電話番号の上にアイコン が表示されていることを

確認します。また、タッチスクリーンの下部付近にあるステータス

テキストに、コール転送の転送先番号が表示されていることも確認

します。

任意の回線のコール転送を設定

またはキャンセルする

［ユーザ オプション］Web ページにログインし、デバイスを選択し
て、メイン メニューから［すべてのコールを別の番号に転送］を選
択します。電話機の回線ごとにコール転送を設定またはキャンセル

できます。ログインの手順については、P. 55 の「ユーザ オプショ
ン Web ページへのログイン」を参照してください。

コール転送がプライマリ回線以外で有効になっている場合、電話機

にはコール転送の状態が表示されません。その代わりとして、［ユー

ザ オプション］ページで設定を確認する必要があります。
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会議コールの使用方法

Cisco IP Phone では、1 台の電話機の会話に 3 名以上の人々を参加させて、会議コールを作成できます。

サポートされる会議コールのタイプ

会議コールには、標準の会議とミートミー会議の 2 種類があります。

標準の会議コール

標準（または「アドホック」）の会議コールでは、会議の開催者が参加者にコールして会議に追加する

必要があります。Cisco IP Phone を使用すると、必要性と電話機の設定に応じて、次に示す方法で標準
の会議コールを作成できます。

• ［会議］：このソフトキーは、参加者それぞれにコールをかけることによって、標準の会議を開催す
るときに使用します。標準の会議コールは、ほとんどの電話機で利用可能なデフォルトの機能です。

• ［参加］：このソフトキーは、すでに 1 つの回線にある複数のコールの間で、標準の会議コールを開
催するときに使用します。

• ［C割込］：このソフトキーは、共有回線の既存のコールに自分を追加して、そのコールを標準の会
議コールに切り替えるときに使用します。これは共有回線だけで利用可能なオプション機能のた

め、システム管理者に設定を依頼する必要があります。詳細については、P. 37 の「共有回線の使
用」を参照してください。

手順の詳細については、P. 32 の「標準の会議の開催と参加」を参照してください。

ミートミー会議コール

ミートミー会議では、会議の開催者が参加者にコールするまで待機するのではなく、参加者が会議番

号を直接コールすることで会議に参加できます。 

ミートミー会議を開催するには、電話機の［ミートミー］ソフトキーを押し、システム管理者から提

供されたミートミー電話番号をダイヤルします。 

ミートミー会議に参加するには、指定の時間にミートミー電話番号をダイヤルします。会議の開催者

がダイヤルする前に会議の参加者が会議にコールすると、その参加者にはビジー音が聞こえます。会

議の開催者がダイヤルインすると、ミートミー会議が開催され、開催者が切断しても会議を継続でき

ます。

ミートミー会議は特別な機能のため、システム管理者に設定を依頼する必要があります。

手順の詳細については、P. 33 の「ミートミー会議コールの開催または参加」を参照してください。
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標準の会議の開催と参加

標準の会議では、1 つのコールに 3 名以上の人々が参加できます。次の表に詳細を示します。

目的 操作

参加者にコールを発信して標準

の会議コールを開催する

接続コール中に、別の発信者をコールに追加するには、［会議］を

押します（必要に応じて［次へ］ソフトキーを押して、［会議］を

表示します）。会議の参加者の電話番号を入力します。コールが接

続され、会議の参加者と会話した後、［会議］をもう一度押して、こ

の発信者をコールに追加します。この手順を繰り返して、参加者を

追加していきます。

現在の発信者を標準の会議の参

加者として追加する

1 つの回線に 2 つ以上のコールがあるとき、その回線で任意のコー
ルをスクロールして強調表示し、［選択］を押します。会議に追加

するすべてのコールについて、それぞれ同じ処理を行います。選択

したコールのいずれかで、［参加］を押します（必要に応じて［次

へ］ソフトキーを押して、［参加］を表示します）。アクティブな

コールが選択され、会議に自動的に追加されます。

標準の会議に参加する 呼出音が鳴ったら電話機に応答します。標準の会議コールに参加す

る場合、特別な操作は何も必要ありません。

共有回線のコールに割り込み

（自分を追加）して、そのコール

を標準の会議コールに切り替え

る

共有回線でコール（リモートで使用中）を強調表示し、［C割込］を
押します（必要に応じて［次へ］ソフトキーを押して、［C割込］を
表示します）。コールの他の参加者に対して、割り込み音が鳴りま

す。詳細については、P. 37 の「共有回線の使用」を参照してください。

会議の参加者のリストを表示す

る

アクティブな会議を強調表示し、［参加者］を押します。会議に参

加した順序に従って、参加者がリストに表示されます。最後に追加

された参加者がリストの先頭になります。

会議の参加者のリストを更新す

る

会議の参加者のリストを表示している状態で、［更新］を押します。

会議の開催者を確認する 会議のリストを表示している状態で、リストの末尾までスクロール

して、会議の開催者（名前の横にアスタリスク（*）の付いた人物）
を検索します。

会議に最後に追加された参加者

を削除する

会議の参加者のリストで、先頭にある参加者の名前を強調表示し、

［削除］を押します。最後の参加者は常にリストの先頭に表示され

ます。会議の参加者のリストを表示していない場合は、［ドロップ］

を押します。参加者を削除できるのは、会議コールの開催者だけで

す。
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ヒント

• コールを標準の会議コールに追加する前に、それらのコールが同じ回線上にある必要があります。

コールが異なる回線上にある場合は、［会議］または［参加］を使用する前に、それらのコールを

1 つの回線に転送します。

• ［参加］を使用しようとしたとき、「参加者情報がありません」というエラー メッセージが表示さ
れた場合は、アクティブなコールのほかに少なくとも 1 つのコールを選択していることを確認して
ください（アクティブなコールは自動的に選択されます）。

• 電話機の設定内容によっては、会議を作成した後で切断すると、その会議が終了する場合がありま

す。詳細については、上の表で最後の行を参照してください。

ミートミー会議コールの開催または参加

ミートミー会議では、会議の開催者が参加者にコールするまで待機するのではなく、参加者が会議番

号を直接コールすることで会議に参加できます。詳細については、次の表を参照してください。

会議の任意の参加者を削除する 参加者の名前を強調表示し、［削除］を押します。参加者を削除で

きるのは、会議コールの開催者だけです。

標準の会議への参加を終了する 切断するか、または［終了］を押します。会議コールの開催者では

ない場合、切断しても他の参加者の接続は中断されません。

会議コールの開催者の場合、切断すると会議が終了する場合があり

ます（システム管理者が電話機に設定した内容によって異なりま

す）。会議が終了しないようにするには、会議を別の参加者に転送

してから切断します。その後、その参加者は会議の「仮想管理者」

としての役目をします。仮想管理者は参加者を追加または削除でき

ません。ただし、会議は開催されたときの参加者で継続されます。

目的 操作
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目的 操作

ミートミー会議を開催する ［発信］を押すか、またはハンドセットを取り上げてオフフックに

します。次に、［ミートミー］を押して、ミートミー会議番号をダ

イヤルします（有効な番号のリストについては、システム管理者に

お問い合せください）。

参加者がダイヤルインできるように、会議番号を必ず参加者に通知

してください。開催者がダイヤルインする前に参加者が会議番号を

コールすると、その参加者にはビジー音が聞こえます。

ミートミー会議に参加する 会議の開催者から提供されたミートミー会議番号をダイヤルしま

す。会議の開催者がダイヤルインした後に限り、会議に接続されま

す。

ミートミー会議を終了する 切断するか、または［終了］を押します。
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応用的なコール処理

応用的なコール処理のタスクには、特別な（標準以外の）機能が伴うため、コール処理の需要や作業

環境に応じて、システム管理者に電話機の設定を依頼します。システム管理者が設定を有効にしない

限り、これらの機能にアクセスできません。

パークされているコールの保存と取得

コールをパークすると、コールを保存し、Cisco CallManager システムの別の電話機（同僚のデスクや
会議室の電話機など）でコールを取得できます。コール パークは特別な機能のため、システム管理者
に設定を依頼する必要があります。

目的 操作

コール パークを使用してアク
ティブなコールを保存する

コール中に、［パーク］を押します（必要に応じて［次へ］ソフト

キーを押して、［パーク］を押します）。電話機にコールが保存され

ます。電話機のスクリーンに表示されたコールのパーク番号を書き

留めて、切断します。

パークされたコールを取得する ネットワーク内の任意の Cisco IP Phone でコールのパーク番号を入
力し、コールに接続します。

パークされているコールを取得するまでの時間は制限されていて、

その時間を過ぎると元の電話機に戻って呼出音が鳴ります。この時

間制限については、システム管理者にお問い合せください。
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自分の電話機でリダイレクトされたコールに応答する

コール処理を同僚と分担している場合は、システム管理者にコール ピックアップの設定を依頼します。
コール ピックアップを使用すると、同僚の電話機で呼び出し中のコールを自分の電話機にリダイレク
トすることで応答できます。コール ピックアップ機能を使用すると、コール ピックアップ グループに
いる同僚（［ピック］）、別のピックアップ グループにいる同僚（［G ピック］）、または自分のグループ
と関連付けられているグループにいる同僚（［他 Grp］）のコールを処理できます。

ヒント

• ［ピック］および［Gピック］を押すと、一番長く鳴り続けているコールに接続します。

• ［他 Grp］では、システム管理者が複数のコール ピックアップ グループを自分のグループと関連付
けたり、そのグループにプライオリティを割り当てることができます。［他 Grp］を押すと、プラ
イオリティが一番高いピックアップ グループで呼び出し中のコールに接続します。 

• プライマリ回線以外の内線でコールに応答する場合は、まず、使用可能な回線ボタンを押してか

ら、コール ピックアップのソフトキーを押します。

目的 操作

コール ピックアップ グループ
内の内線で鳴っているコールに

応答する

［ピック］を押して、コールに接続します（オフフックにしてから

［ピック］を押す必要がある場合もあります）。

システム管理者が自動ピックを有効にしていない場合、［ピック］を

押すと、自分の電話機でコールの呼出音が鳴ります。この場合、［応

答］を押してコールに接続します。

グループ外の内線で鳴っている

コールに応答する

［G ピック］を押します（オフフックにしてから［G ピック］を押
す必要がある場合もあります）。システム管理者から提供されたグ

ループ ピック コードを入力して、コールに接続します。

システム管理者が自動ピックを有効にしていない場合、［Gピック］
を押してグループ ピック コードを入力すると、自分の電話機でコー
ルの呼出音が鳴ります。この場合、［応答］を押してコールに接続

します。

自分のグループまたは関連付け

られたグループ内の別の内線で

鳴っているコールに応答する

［他 Grp］を押して、コールに接続します（オフフックにしてから
［他 Grp］を押す必要がある場合もあります）。 

システム管理者が自動ピックを有効にしていない場合、［他 Grp］を
押すと、自分の電話機でコールの呼出音が鳴ります。この場合、［応

答］を押してコールに接続します。
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共有回線の使用

システム管理者によって電話機に「共有」電話回線が割り当てられていることがあります。通常、共

有回線には 次の 2 種類の用途があります。

• 1 人で複数の電話機を使用する場合：たとえば、共有回線がデスクの電話機と実験室の電話機の両
方に割り当てられているとします。共有回線への着信コールは両方の電話機で鳴り、いずれの電話

機を使用してもコールに応答できます。

• 回線を複数の人々で共有する場合：たとえば、共有回線で着信コールを処理できる人々のうちの 1
人、または内線番号をアシスタントと共有しているマネージャである場合などです。

共有回線について

リモートで使用中

共有回線が設定されている場合、電話機のスクリーンにリモートで使用中のアイコン が表示される

場合があります。このアイコンは、同僚が現在共有回線を使用していることを示します。リモートで

使用中のアイコンが表示されていても、通常どおり共有回線でコールを発信および受信できます。

コール情報の共有と割り込み

回線を共有している同僚がプライバシー機能を有効にしない限り、その同僚が共有回線で発信および

受信するコールに関する情報を電話機のスクリーンに表示できます。この情報には、発信者 ID および
通話時間が含まれます。これとは逆に、自分が共有回線を使用しているときは、自分のコールに関す

る情報も同僚の電話機のスクリーンに表示されます。

コール情報がこのように表示されている状態で、割り込み機能または C 割り込み機能のいずれかを使
用すると、共有回線のコールに自分自身を追加できます。共有回線のコールに自分自身を追加するこ

とを、割り込みと言います。割り込みの詳細については、P. 38 の「共有回線のコールへの参加」を参
照してください。

プライバシー

自分のコールに関する情報を、回線を共有している同僚に見られないようにするには、プライバシー

機能を有効にします。この機能により、同僚が自分のコールに割り込むのを防ぐこともできます。P. 39
の「他人による共有回線のコールの表示および参加の防止」を参照してください。
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共有回線でサポートされるコールの最大数

共有回線がサポートするコールの最大数は、電話機によって異なります。したがって、同僚が共有回

線で新しいコールを発信できる場合でも、自分にはできない場合があります。たとえば、自分の電話

機は共有回線で最大 4 コールをサポートし、同僚の電話機は共有回線で 5 コールをサポートしている
とします。回線に 4 つのコールがある場合、自分の電話機では［発信］ソフトキーを使用できません
が、同僚は使用できます。

共有回線のコールへの参加

電話機の設定によって、割り込み機能または C 割り込み機能を使用して、共有回線で開設されたコー
ルに自分自身を追加できる場合があります。通常は、これらの機能のいずれか 1 つだけを使用できます。

目的 操作

共有回線で同僚がアクティブな

コール中かどうかを確認する

共有回線番号を確認します。回線が別の電話機で使用中の場合は、

回線ボタンが赤 で表示され、リモートで使用中のアイコン が

表示されます。

同僚がプライバシー機能を有効にしている場合、［割り込み］およ

び［C割込］ソフトキーが無効となり、コールに割り込むことがで
きません。この場合、タッチスクリーンにプライベート コールの情
報を表示できませんが、共有回線を使用して新しいコールを発信お

よび受信することはできます。 

共有回線における現在のコール

を表示する

リモートで使用中の回線の赤い回線ボタン を押します。プライ

ベート コール以外はすべてタッチスクリーンのコール アクティビ
ティ領域に表示されます。

［割り込み］ソフトキーを使用し

て共有回線のコールに自分自身

を追加する

電話機のスクリーンでコール（リモートで使用中）を強調表示し、

［割り込み］を押します（必要に応じて［次へ］ソフトキーを押し

て、［割り込み］を表示します）。他の参加者に対して自分の存在を

知らせるビープ音が鳴ります。

コールを切断すると、他の参加者に切断音が聞こえ、元のコールが

続行します。
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ヒント

• ［割り込み］および［C割込］ソフトキーは、プライベート コールでは使用できません。

• 使用している電話機が暗号化用に設定されていない場合は、暗号化されたコールに割り込みできま

せん。このことが原因で割り込みに失敗すると、電話機は速いビジー音を再生します。P. 41 の「安
全なコールの送受信」を参照してください。

• コールが保留状態になるか、転送されるか、または会議コールに切り替えられた場合、［割り込み］

を使用して参加していたコールから切断されます。

他人による共有回線のコールの表示および参加の防止

電話回線を共有している場合、プライバシー機能を使用すると、回線を共有している他人が自分のコー

ルを表示またはコールに割り込む（割り込み機能または C 割り込み機能を使用して共有回線のコール
に彼ら自身を追加）のを防ぐことができます。

［C割込］ソフトキーを使用して
共有回線のコールに自分自身を

追加する

タッチスクリーンでコール（リモートで使用中）を強調表示し、［C
割込］を押します（必要に応じて［次へ］ソフトキーを押して、［C
割込］を表示します）。他の参加者にトーンと短い中断音が聞こえ、

電話機のスクリーンのコール情報が変更されます。 

割り込み機能と違い、C 割り込み機能ではコールが標準の会議コー
ルに切り替えられ、新しい会議の参加者をコールに追加できます。

C 割り込みで使用できる会議の機能の詳細については、P. 31 の「会
議コールの使用方法」を参照してください。

コールを切断すると、回線に 3 名以上の参加者が残っている場合に
限り、そのコールは会議コールとして続行します。

目的 操作

他人が共有回線のコールを表示

したり、コールに参加したりで

きないようにする

［非通知］とラベルされたボタン を押して、プライバシーを有効

にします。プライバシーを有効にすると、このアイコンがプライバ

シー ボタン の横に表示され、ボタンの色がオレンジ になりま

す。

他人が共有回線のコールを表示

したり、コールに割り込みでき

るようにする

［非通知］とラベルされたボタン を押して、プライバシーを無効

にします。プライバシーを無効にすると、このアイコンがプライバ

シー ボタン の横に表示され、ボタンが消灯 します。

目的 操作
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ヒント

• 自分の回線を共有している電話機がプライバシー機能を有効にしている場合、通常どおり共有回線

を使用してコールを発信および受信できます。ただし、共有回線の既存のコールに自分自身を追加

したり、［割り込み］ソフトキーを使用することはできません。

• プライバシー機能は、自分の電話機のすべての共有回線に適用されます。その結果、自分の電話機

に複数の共有回線がある状態でプライバシー機能を有効にすると、同僚は自分のすべての共有回線

のコールを表示またはコールに割り込みできなくなります。

不審なコールのトレース

不審（迷惑）なコールを受信している場合、システム管理者は電話機に Malicious Call Identification
（MCID）機能を追加できます。この機能を使用すると、アクティブなコールを不審なコールとして識
別できます。その結果、一連のトラッキングと通知のメッセージが自動的に発信されます。

目的 操作

システム管理者に不審なコール

または嫌がらせのコールの受信

を通知する

［迷惑呼］を押します。特別なトーンが聞こえ、電話機に「メイワ

クコガセイコウシマシタ」というメッセージが表示されます。この

コールは終了しない限りアクティブです。



応用的なコール処理

Cisco IP Phone 7970 シリーズ for Cisco CallManager 4.1(3) 電話ガイド 41

安全なコールの送受信

システム管理者が電話機システムをどのように設定したかによって異なりますが、電話機では安全な

コールの送受信がサポートされます。

電話機では、次のタイプのコールがサポートされます。

• 認証されたコール：コールに参加しているすべての電話機の ID が検証されています。

• 暗号化されたコール：電話機が Cisco IP ネットワーク内で暗号化された音声（会話）を送受信して
います。暗号化済みのコールは認証済みのコールでもあります。

• ノンセキュア コール：参加している電話機または接続の少なくとも 1 つでセキュリティ機能がサ
ポートされていないか、電話機を検証できません。

（注） 電話機でのセキュリティ機能の動作に影響を与える相互作用、制限、および限定事項がありま

す。詳細については、システム管理者にお問い合せください。

目的 操作

コールのセキュリティ レベル
を確認する

コール アクティビティ領域の右上、通話時間タイマーの横にあるセ
キュリティ アイコンが、次のいずれかの状態になっていることを確
認します。

認証されたコール

暗号化されたコール

コールがノンセキュアの場合は、いずれのセキュリティ アイコンも
表示されません。

社内で安全なコールを発信でき

るかどうかを判断する

システム管理者にお問い合せください。
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重要なコールの優先順位付け

官庁のような特別な環境では、緊急または重要なコールを発信および受信しなければならない場合が

あります。この特別なコール処理が必要な場合は、電話機への Multilevel Precedence and Preemption
（MLPP）の追加をシステム管理者に依頼します。

次の用語に留意してください。

• Precedence：コールに関連付けられたプライオリティを示します。

• Preemption：プライオリティの低い既存のコールを終了して、電話機に送信されたプライオリティ
のより高いコールを受け入れる処理です。

目的 操作

発信コールのプライオリティ

レベル（Precedence）を選択する
対応するコールの Precedence 番号のリストについては、システム管
理者にお問い合せください。

プライオリティ（Precedence）
コールをかける

電話番号の前に、システム管理者から提供された MLPP アクセス番
号を入力します。

特別な（通常より速い）呼出音

または特別なコール待機のトー

ンが聞こえる

プライオリティ（Precedence）コールを受信しています。電話機の
スクリーンの MLPP アイコンが、コールのプライオリティ レベルを
示します。

コールのプライオリティ レベ
ルを表示する

電話機のスクリーンの MLPP アイコンが、次のいずれかの状態に
なっていることを確認します。

プライオリティ コール

中程度のプライオリティの（即時）コール

プライオリティの高い（フラッシュ）コール

プライオリティの最も高い（フラッシュ オーバーライド）
コールまたはエグゼクティブ オーバーライド コール

プライオリティの高い順に、コールのリストの先頭から表示されま

す。MLPP アイコンが表示されない場合、プライオリティ レベルは
普通（日常）です。

プライオリティの最も高いコー

ルを受ける

通常どおりコールに応答します。必要に応じて、先にアクティブな

コールを終了します。

コールを中断する音が連続的に

聞こえる

自分または他の参加者が、現在のコールに優先すべきコールを受信

しています。すぐに切断して、プライオリティのより高いコールの

呼出音が鳴るようにします。
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ヒント

• MLPP が有効なコールを発信または受信すると、標準のトーンとは異なる特別な呼出音とコール待
機のトーンが鳴ります。

• 無効な MLPP アクセス番号を入力すると、音声通知でエラーを警告されます。
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ハンドセット、ヘッドセット、および
スピーカフォンの使用方法

次の表では、デバイスの使用方法について説明しています。

ヒント

• ヘッドセット ポートの位置については、P. 7 の「電話機の接続」を参照してください。 

• ハンドセット、ヘッドセット、およびスピーカフォンを使用してコールの発信、応答、終了などの

処理を行う方法については、P. 21 の「基本的なコール処理」を参照してください。 

目的 操作

ハンドセットを使用する オフフックにするにはハンドセットを取り上げます。オンフックに

するにはハンドセットを置きます。

ヘッドセットを使用する ヘッドセット モードのオン /オフを切り替えるには、 を押します

（自動応答を使用している場合は、例外について P. 45 の「ヘッド
セットまたはスピーカフォン使用時の自動応答」を参照してくださ

い）。

ヘッドセットの使用中は、 や など、電話機のすべて

のコントロールにアクセスできます。

ヘッドセットの購入については、P. 45 の「ヘッドセットの購入」を
参照してください。

スピーカフォンを使用する スピーカフォン モードのオン /オフを切り替えるには、 を押しま

す。

ハンドセットが受け台に置かれていて、 が点灯していないとき

に電話番号をダイヤル、またはコールに応答すると、通常はスピー

カフォン モードが自動的に有効になります。

コール中に（ハンドセットから）

ヘッドセットまたはスピーカ

フォンに切り替える

または を押し、ハンドセットを置きます。

コール中に（スピーカフォンま

たはヘッドセットから）ハンド

セットに切り替える

ボタンは何も押さずに、ハンドセットを取り上げます。
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ヘッドセットの購入

電話機では、電話線が 4 本または 6 本のヘッドセットのジャックがサポートされています。ヘッドセッ
トの購入については、P. 9 の「ヘッドセットについて」を参照、または http://vxicorp.com/cisco の Web
サイトを参照してください。

ヘッドセットまたはスピーカフォン使用時の自動応答

大量の着信コールを受ける場合、または他人のコールを処理する場合は、自動応答を使用すると便利

です。システム管理者は、スピーカフォンまたはヘッドセットのいずれかの使用時に自動応答するよ

うに設定します。次の表に詳細を示します。

目的 操作

ヘッドセットで自動応答を使用

する

通話中以外も、ヘッドセット モードを有効（つまり、 が点灯して

いる状態）にしておきます。ヘッドセット モードを有効にしておく
には、 を押してコールを終了するのではなく、［終了］を押して

切断し、新しいコールを発信するときに［発信］または［ダイヤル］

を押します。

電話機がヘッドセット モードで自動応答を使用するように設定さ
れていると、 が点灯している場合に限り、コールが自動的に応答

されます。それ以外の場合は、通常どおりコールの呼出音が鳴り、

手動でそのコールに応答する必要があります。

スピーカフォンで自動応答を使

用する

ハンドセットを受け台に置き、ヘッドセット モードを無効（つま
り、 が消灯している状態）にしておきます。 

電話機がスピーカフォン モードで自動応答を使用するように設定
されていると、上記の条件を満たした場合に限り、スピーカフォン

を使用してコールが自動的に応答されます。それ以外の場合は、通

常どおりコールの呼出音が鳴り、手動でそのコールに応答する必要

があります。

http://vxicorp.com/cisco
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電話機の設定のカスタマイズ

次の表に示すように、設定を調整することによって、Cisco IP Phone を個人設定できます。この情報を
利用するときは、次のヒントを参考にしてください。

• ほとんどの設定を電話機で行えますが、一部の設定については［ユーザ オプション］Web ページ
からオンラインでアクセスする必要があります。詳細については、P. 55 の「ユーザ オプション
Web ページへのログイン」を参照してください。

• が反応しない場合、システム管理者が電話機でこのボタンを無効に設定している可能性が

あります。詳細については、システム管理者にお問い合せください。

音量の調節

次の表では、電話機の音量レベルを調節および保存する方法について説明しています。

目的 操作

コールの音量レベルを調節する コール中またはダイヤル トーンが聞こえているときに
を押します。

以降のコールのために、この音量設定を保存するには、［保存］を

押します。

ハンドセット、スピーカフォン、およびヘッドセットの音量設定は

個別に調節する必要があります。

呼出音の音量レベルを調節する ハンドセットが受け台に置かれていて、ヘッドセットとスピーカ

フォンのボタンがオフになっている状態で、 を押しま

す。設定した呼出音の音量が自動的に保存されます。
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呼出音およびメッセージ インジケータのカスタマイズ
着信コールまたは新しいボイス メッセージを電話機で示す方法を、回線ごとにカスタマイズできます。
呼出音やその他のインジケータをカスタマイズすると、複数の回線をすばやく区別するのに役立ちま

す。たとえば、回線 1 の着信コールを鳥の鳴き声で示し、回線 2 の着信コールを太鼓の音で示すこと
ができます。

目的 操作

呼出音を変更する  >［ユーザ設定］>［呼出音］を選択します。電話回線また
はデフォルトの呼出音の設定を選択します。次に、呼出音のタイプ

を選択してそのサンプルを再生します。目的の呼出音を選択した

ら、［選択］および［保存］を押します。［キャンセル］を押すと、

前回保存したときの設定に戻ります。［デフォルト］を押すと、選

択された電話回線にデフォルトの呼出音の設定が適用されます。

呼出音のパターン（点滅のみ、

一度だけ鳴らす、ビープ音のみ

など )を変更する

［ユーザ オプション］Web ページにログインし、デバイスを選択し
て、メイン メニューから［電話の呼び出し音設定を変更］を選択し
ます。必要に応じて、システム管理者がこのオプションを有効にし

ます。

ハンドセットにあるボイス 
メッセージのランプの動作を変

更する

［ユーザ オプション］Web ページにログインし、デバイスを選択し
て、メイン メニューから［メッセージ受信のランプポリシーを変
更］を選択します。通常は、デフォルトのシステム ポリシーに従っ
て、新しいボイス メッセージの受信時には常に電話機のランプが点
灯します。 
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タッチスクリーンのカスタマイズ

必要に応じて、タッチスクリーンを調節できます。次の表を参照してください。

目的 操作

タッチスクリーンの明るさを変

更する

 >［ユーザ設定］>［明るさ］を選択します。明るさを調節
するには、［アップ］、［ダウン］、または を押します。

次に、［保存］を押します。［キャンセル］を押すと、前回保存した

ときの設定に戻ります。 

タッチスクリーンの表示角度を

調節する

 >［ユーザ設定］>［表示角度］を選択します。表示角度を
調節するには、［アップ］、［ダウン］、または を押しま

す。次に、［保存］を押します。［キャンセル］を押すと、前回保存

したときの設定に戻ります。 

背景イメージを変更する  >［ユーザ設定］>［背景イメージ］を選択します。利用可
能な画像を表示するには、タッチスクリーンまたはナビゲーション

ボタンを使用します。［選択］を押して画像を選択します。背景の

表示を確認する場合は、［プレビュー］を押します。選択メニュー

に戻るには、［終了］を押します。選択した画像を使用する場合は

［保存］を押します。［キャンセル］を押すと、前回保存したときの

設定に戻ります。

タッチスクリーンの言語を変更

する

［ユーザ オプション］Web ページにログインし、デバイスを選択し
て、メイン メニューから［この電話のロケールを変更］を選択しま
す。
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短縮ダイヤル機能の設定

短縮ダイヤル機能を使用すると、ボタンを押すか、またはインデックス コードを入力することにより、
コールを発信できます。

電話機に短縮ダイヤルを設定するには、次のいずれかの方法を実行します。

• 短縮ダイヤルをボタンに割り当てる：電話機の利用可能なプログラマブルボタン（回線、機能、ま

たはサービスボタンとしてまだ設定されていない）に、短縮ダイヤル番号を割り当てることができ

ます。

• 短縮ダイヤルをインデックス コードに割り当てる：電話番号を完全にダイヤルしなくても、固定
短縮ダイヤル機能を使用して、割り当てられたインデックス番号（1 ～ 99）を入力できます。

次の表に示すように、いずれのタイプの短縮ダイヤル機能も［ユーザ オプション］Web ページで設定
します。［ユーザ オプション］Web ページの詳細については、P. 55 の「ユーザ オプション Web ページ
へのログイン」を参照してください。

目的 操作

短縮ダイヤル番号を電話機のボ

タンに追加する

［ユーザ オプション］Web ページにログインし、デバイスを選択し
て、メイン メニューから［短縮ダイヤルの追加または更新］を選択
します。

［電話の短縮ダイヤル設定］セクションで、利用可能な短縮ダイヤ

ル ボタンごとに電話番号とラベルを入力します。自分の電話機から
ダイヤルする場合とまったく同じように、電話番号を入力します。

たとえば、必要に応じて「9」などのアクセスコードや地域コード
をダイヤルします。 

入力したラベルは、タッチスクリーンの短縮ダイヤル ボタンの横に
表示されます。

固定短縮ダイヤル機能で使用す

る短縮ダイヤル番号を追加する

［ユーザ オプション］Web ページにログインし、デバイスを選択し
て、メイン メニューから［短縮ダイヤルの追加または更新］を選択
します。

［電話機のボタンに割り当てられていない短縮ダイヤル設定］セク

ションで、利用可能な短縮ダイヤル ボタンごとに電話番号とラベル
を入力します。自分の電話機からダイヤルする場合とまったく同じ

ように、電話番号を入力します。たとえば、必要に応じて「9」な
どのアクセスコードや地域コードをダイヤルします。 

短縮ダイヤル番号を削除する 短縮ダイヤルのいずれかの Web ページから、電話番号とラベルを削
除します。
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ヒント

• 短縮ダイヤル機能を使用してコールを開始する方法については、P. 21 の「コールの発信」を参照
してください。

• システム管理者は電話機に短縮ダイヤル ボタンを割り当てることができます。また、個人設定で
きる短縮ダイヤル ボタンの数を制限することもできます。
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ボイス メッセージ、履歴、およびディレ
クトリの使用

この項では、ボイス メッセージ、履歴、およびディレクトリにアクセスする機能ボタンの使用方法に
ついて説明します。

ボイス メッセージへのアクセス
お使いの電話機システムが使用するボイス メッセージ サービスは、会社によって決定されます。この
サービスの詳細については、付属のマニュアルを参照してください。ボイス メッセージ サービス機能
の一般的な概要については、次の表を参照してください。

目的 操作

ボイス メッセージ サービスの
個人設定

を押し、音声の指示に従います。タッチスクリーンにメ

ニューが表示された場合は、該当するメニュー項目を選択します。 

新しいボイス メッセージの着
信を確認する

電話機で次のインジケータを確認します。

• ハンドセットの赤いランプの点灯（このインジケータは異なる

場合があります。P. 47 の「呼出音およびメッセージ インジケー
タのカスタマイズ」を参照してください）。

• 封筒アイコン の点滅、およびタッチスクリーンのテキスト

メッセージ。

ボイス メッセージを聞く、また
はボイス メッセージ メニュー
にアクセスする

 を押します。このボタンを押すことにより、メッセージ サー
ビスに自動ダイヤルされるか、またはタッチスクリーンにメニュー

が表示されます。この動作は、お使いのボイス メッセージ サービ
スによって異なります。

ボイス メッセージ システムに
コールを送信する

［即転送］を押します。即転送機能により、コール（呼び出し中ま

たは保留状態のコールを含む）がボイス メッセージ システムに自
動転送されます。発信者はボイス メッセージの内容を聞いて、メッ
セージを残すことができます。



52 OL-7791-01-J

履歴およびディレクトリの使用

電話機は、コールに関する不在履歴、発信履歴、および着信履歴を管理します。ディレクトリボタン

を使用すると、これらの履歴にアクセスできます。また、利用可能な場合は、社内ディレクトリにア

クセスすることもできます。

目的 操作

履歴を表示する  >［不在履歴］、［発信履歴］、または［着信履歴］を選択し
ます。それぞれのログに最大 100 件までのレコードを保存できます。

履歴からダイヤルする リストの項目を選択して、オフフックにします。レコードに表示さ

れた電話番号を編集（プレフィックスの追加や削除など）する必要

がある場合は、［編集］を押します。次に、<< または >> を押して、
数値を消去、またはカーソルを移動します。

コールがアクティブなときに履歴からダイヤルする場合は、コール

のレコードまでスクロールして［ダイヤル］を押します。次に、元

のコールを処理するメニュー項目を次のいずれかから選択します。

• ［保留］：最初のコールを保留にして、2 番目のコールをダイヤ
ルします。

• ［転送］：最初の通話相手を 2 番目の通話相手に転送し、自分の
コールを終了します（操作を完了するには、ダイヤルした後で

［転送］をもう一度押します）。

• ［会議］：自分とすべての通話相手との間で会議コールを作成し
ます（操作を完了するには、ダイヤルした後で［会議］をもう

一度押します）。

• ［終了］：最初のコールを切断して、2 番目のコールをダイヤル
します。

履歴を削除する を押してから、［クリア］を押します。この操作により、不

在履歴、発信履歴、および着信履歴が削除されます。
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（注） ネットワークがシャットダウン、またはリセットされると、履歴情報が消失する場合がありま

す。

社内ディレクトリからダイヤル

する

 >［社内ディレクトリ］を選択します（名前は異なる場合が
あります）。キーパッドで文字を入力して、リストを検索します。名

前の一部でも検索できます。リストからダイヤルするには、その番

号を押すかまたはスクロールして選択し、オフフックにします。

コールがアクティブなときにディレクトリからダイヤルする場合

は、リストまでスクロールして［ダイヤル］を押します。次に、元

のコールを処理するメニュー項目を次のいずれかから選択します。

• ［保留］：最初のコールを保留にして、2 番目のコールをダイヤ
ルします。

• ［転送］：最初の通話相手を 2 番目の通話相手に転送し、自分の
コールを終了します（操作を完了するには、ダイヤルした後で

［転送］をもう一度押します）。

• ［会議］：自分とすべての通話相手との間で会議コールを作成し
ます（操作を完了するには、ダイヤルした後で［会議］をもう

一度押します）。

• ［終了］：最初のコールを切断して、2 番目のコールをダイヤル
します。

目的 操作
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ユーザ オプション Web ページへの
アクセス

Cisco IP Phone はネットワーク デバイスのため、社内の他のネットワーク デバイスと情報を共有するこ
とができます。この中には、自分のコンピュータやそこから Web ブラウザを使用してアクセスできる
Web ベースのサービスも含まれます。

Cisco CallManager の［ユーザ オプション］Web ページを使用すると、コンピュータで電話機サービス
の設定と、設定や機能の制御を行うことができます。Web ページで機能とサービスを設定しておくと、
電話機でアクセスできるようになります。

たとえば、Web ページで短縮ダイヤル ボタンを設定すると、電話機でアクセスできるようになります。

この項では、［ユーザ オプション］Web ページへのアクセス方法と、電話機サービスへの登録方法につ
いて説明します。設定可能な機能と、登録可能な電話機サービスの詳細については、『Web での Cisco
IP Phone のカスタマイズ』を参照してください。このガイドは次の URL から入手できます。
http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_ipphon/index.htm

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_ipphon/index.htm
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ユーザ オプション Web ページへのログイン

手順

ステップ 1 ［ユーザ オプション］の URL、ユーザ ID、およびデフォルトのパスワードをシステム管
理者から入手します。

ステップ 2 コンピュータで Web ブラウザを起動し、システム管理者から提供された URL を入力して
ログインします。

ステップ 3 総合メニューのデバイスを選択するドロップダウン リストから、デバイス タイプ（電話
機のモデル）を選択します。

選択したデバイス タイプに対応したオプションが、コンテキスト メニューに表示されま
す。 

［ユーザ オプション］ページのナビゲートに関するヒント

• 該当するオプションをすべて表示するには、メニュー ページでデバイスを選択します。

• 変更内容を適用して保存するには、［更新］をクリックします。

• コンテキスト メニューに戻るには、［メニューに戻る］をクリックします。

• ［ユーザ オプション］ページを終了するには、［ログオフ］をクリックします。
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電話機サービスへの登録

電話機から登録電話サービスにアクセスするには、まずコンピュータで［ユーザ オプション］Web ペー
ジにアクセスし、電話サービスに登録する必要があります。ログインについては、P. 55 の「ユーザ オ
プション Web ページへのログイン」を参照してください。

電話機サービスの内容は次のとおりです。

• Web ベースの情報（株式相場、映画情報、気象情報など）

• ネットワーク データ（社内カレンダー、検索可能なディレクトリなど）

• 電話機の機能（個人ファースト ダイヤル、個人アドレス帳など）

詳細については、次の表を参照してください。

目的 ログインしてデバイス タイプを選択した後の操作

サービスに登録する メイン メニューから［Cisco IP Phone サービスの設定］を選択しま
す。［使用可能なサービス］ドロップダウン リストからサービスを
選択し、［続行］をクリックします。指示に従って情報（郵便番号

や PIN など）を入力し、［登録］をクリックします。

登録を変更または解除する メイン メニューから［Cisco IP Phone サービスの設定］を選択しま
す。［登録されているサービス］パネルのサービスをクリックしま

す。登録内容を変更して［更新］をクリック、または［登録解除］

をクリックします。 

サービスをプログラマブルボタ

ン  に追加する
サービスを登録した後、メイン メニューから［サービス URL ボタ
ンの追加または更新］を選択します。利用可能なボタンごとに、ド

ロップダウン リストからサービスを選択し、説明のテキストを入力
します。変更が終わったら、［更新］をクリックします。サービス

に利用可能なプログラマブルボタンの数は、システム管理者が決定

します。また、電話機へのサービスボタンの割り当ても、システム

管理者が行う場合があります。

電話機からサービスにアクセス

する

電話機の  を押します。または、プログラマブルボタン に

サービスを追加している場合は、そのボタンを押します。 

電話機サービスの使用方法を確

認する

『Web での Cisco IP Phone のカスタマイズ』を参照してください。こ
のガイドは次の URL から入手できます。
http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_ipphon/index.htm

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_ipphon/index.htm
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その他の設定オプションについて

システム管理者は必要に応じて、特別なサービスや機能のほかに、特別なボタンやソフトキーのテン

プレートを使用するように電話機を設定できます。次の表は、設定オプションの概要について説明し

ています。コールの需要や作業環境に応じたオプションの設定について、電話機のシステム管理者と

相談するときに役立ちます。

（注） この表に記載されている電話ガイドとその他のマニュアルについては、次の URL から入手で
きます。

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_ipphon/index.htm

目的 操作 参照先または問い合せ先

自分の電話回線で

処理できるコール

を増やす必要があ

る

回線でサポートされるコールの追加をシ

ステム管理者に依頼します。

システム管理者または電話機のサ

ポート チームにお問い合せくださ
い。

電話回線が 1 本で
は足りない

追加の電話番号の設定をシステム管理者

に依頼します。 
システム管理者または電話機のサ

ポート チームにお問い合せくださ
い。

短縮ダイヤル ボタ
ンが足りない

まず、現在利用可能な短縮ダイヤル ボタ
ンをすべて使用しているかどうかを確認

します。 

追加の短縮ダイヤル ボタンが必要な場合
は、固定短縮ダイヤル機能の使用、また

はファースト ダイヤル サービスへの登
録を試行してください。

別の方法として、電話機に Cisco IP Phone
7914 拡張モジュールを接続することもで
きます。

次の説明を参照してください。

• P. 49 の「短縮ダイヤル機能の設
定」

• P. 56 の「電話機サービスへの登
録」

• Cisco IP Phone 7914 Expansion
Module Phone Guide

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_ipphon/index.htm
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秘書と仕事をして

いる（または自分が

秘書である）

次の機能の導入を検討してください。

• Cisco IP Manager Assistant サービス

• 共有回線

次の説明を参照してください。

• P. 37 の「共有回線の使用」

• Cisco IP Manager Assistant ユーザ
ガイド

1 つの内線を複数の
電話機で使用する

共有回線が必要です。共有回線を使用す

ることで、たとえば 1 つの内線番号をデ
スクの電話機と実験室の電話機で使用す

ることができます。

P. 37 の「共有回線の使用」を参照し
てください。

電話機やオフィス

スペースを同僚と

共有している

次の機能の導入を検討してください。

• コール パーク：転送機能を使用せず
にコールを保存、および取得できま

す。

• コール ピックアップ：別の電話機で
鳴っているコールに応答できます。

• 共有回線：同僚のコールを表示、ま

たはそのコールに参加できます。

• Cisco エクステンション モビリティ：
共有の Cisco IP Phone に自分の電話
番号およびユーザ プロファイルを適
用できます。

これらの機能については、システム

管理者にお問い合せください。また、

次の説明を参照してください。

• P. 35 の「応用的なコール処理」

• P. 37 の「共有回線の使用」

• 『Web での Cisco IP Phone のカス
タマイズ』の「エクステンショ
ン モビリティ サービスの使用方
法」の項

頻繁にコールに応

答する、または他の

人の代理でコール

を処理する

電話機への自動応答機能の設定をシステ

ム管理者に依頼します。

P. 45 の「ヘッドセットまたはスピー
カフォン使用時の自動応答」を参照

してください。

ビデオ コールを発
信する必要がある

Cisco VT Advantage の使用を検討してく
ださい。これを使用することにより、

Cisco IP Phone、パーソナル コンピュー
タ、および外部ビデオ カメラを使用して、
ビデオ コールを発信できるようになりま
す。

詳細についてはシステム管理者にお

問い合せください。また、『Cisco VT
Advantage クイックスタートガイド』
および『Cisco VT Advantage ユーザ ガ
イド』を参照してください。

共有の Cisco IP
Phone に自分の電話
番号と設定を一時

的に適用する

Cisco エクステンション モビリティ サー
ビスについて、システム管理者にお問い

合せください。

『Web での Cisco IP Phone のカスタマ
イズ』の「エクステンション モビリ
ティ サービスの使用方法」の項を参
照してください。

目的 操作 参照先または問い合せ先
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電話機のトラブルシューティング

この項では、Cisco IP Phone と電話機のコールに関する情報へのアクセス方法について説明します。こ
の情報は、システム管理者または技術者が電話機に関する問題を診断するのに役立ちます。

（注） が反応しない場合、システム管理者が電話機でこのボタンを無効に設定している可能

性があります。詳細については、システム管理者にお問い合せください。

目的 操作

ネットワーク設定データにアク

セスする

 >［ネットワークの設定］を選択し、表示するネットワーク
設定の項目を選択します。

ステータス データにアクセス
する

 >［ステータス］を選択し、表示するステータスの項目を選
択します。 

電話機のモデル情報にアクセス

する

 >［モデル情報］を選択します。
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Quality Reporting Tool の使用
パフォーマンスに関する問題をトラブルシューティングするため、システム管理者によって一時的に

Cisco IP Phone に Quality Reporting Tool（QRT）が設定される場合があります。電話機で QRT が有効に
なっている場合、［品質］ソフトキーを使用して、問題のある電話機のコールに関する情報をシステム

管理者に送信できます（必要に応じて［次へ］ソフトキーを押して、［品質］を表示します）。

システム管理者が電話機に Quality Reporting Tool を設定した内容に応じて、［品質］ソフトキーを使用
して、次のいずれかの処理を実行できます。

• 現在のコールのオーディオに関する問題をすぐに報告する

• カテゴリのリストから一般的な問題を選択して、原因コードを選択する
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シスコ製品（ハードウェア）に関する 
1 年間の限定保証規定

保証期間内にお客様が受けられるハードウェアの保証およびサービスに関して適用される特別な条件

があります。シスコのソフトウェアに適用される保証およびライセンス契約書を含む正式な保証書は、

Cisco.com から入手できます。次の手順を実行して、Cisco.com から Cisco Information Packet および保証
書とライセンス契約書にアクセスし、これらをダウンロードしてください。

1. ブラウザを起動し、次の URL に進みます。

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/es_inpck/cetrans.htm

Warranties and License Agreements ページが表示されます。

2. Cisco Information Packet を表示するには、次の手順を実行します。

a. Information Packet Number フィールドをクリックし、製品番号 78-5235-03A0 が選択されてい
ることを確認します。

b. 文書を表示する言語を選択します。

c. Go をクリックします。

d. Information Packet の Cisco Limited Warranty and Software License ページが表示されます。
e. このページから文書をオンラインで見ることも、PDF アイコンをクリックして、文書を PDF
（Adobe Portable Document Format）形式でダウンロードし、印刷することもできます。

（注） PDF ファイルを表示し、印刷するには、Adobe Acrobat Reader が必要です。これは、Adobe の
Web サイト http://www.adobe.com からダウンロードできます。

3. お手持ちの製品について、翻訳またはローカライズされた保証情報を表示するには、次の手順を実
行します。

a. Warranty Document Number フィールドに、次の製品番号を入力します。
78-10747-01C0

b. 文書を表示する言語を選択します。

c. Go をクリックします。 
Cisco warranty ページが表示されます。

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/es_inpck/cetrans.htm
http://www.adobe.com
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d. このページから文書をオンラインで見ることも、PDF アイコンをクリックして、文書を PDF
（Adobe Portable Document Format）形式でダウンロードし、印刷することもできます。

また、Cisco Service and Support の Web サイトにアクセスして、サポートを受けることもできます。

http://www.cisco.com/public/Support_root.shtml

ハードウェア保証期間

1 年間

ハードウェアに関する交換、修理、払い戻しの手順

シスコ、またはその代理店では、Return Materials Authorization（RMA）要求を受領してから、10 営業
日以内に交換部品を出荷するように商業上合理的な努力を致します。お届け先により、実際の配達所

要日数は異なります。

シスコは購入代金を払い戻すことにより一切の保証責任とさせて頂く権利を留保します。

Return Materials Authorization（RMA）番号の入手

製品を購入されたシスコの代理店にお問い合せください。製品を直接シスコから購入された場合は、シ

スコの営業担当者にお問い合せください。

次の項目を記入して、参照用に保管してください。 

製品の購入先

購入先担当者の電話番号

製品モデル番号

製品シリアル番号

メンテナンス契約番号

http://www.cisco.com/public/Support_root.shtml
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